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国
労
加
入
を

大
胆
に
訴
え
よ
う

　

一
月
一
四
日
、
国
労
東
京
第
三
三
回
新
春
団
結

マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

絶
好
の
快
晴
の
下
、
皇
居
桜
田
門
を
ス
タ
ー

ト
・
ゴ
ー
ル
と
し
て
、
五
四
名
の
組
合
員
・
家
族
・

Ｏ
Ｂ
が
参
加
し
た
。
一
〇
時
四
五
分
に
開
会
式
が

行
わ
れ
、
鎌
田
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
、
走
友
会
神

田
会
長
の
あ
い
さ
つ
、
海
口
審
判
長
か
ら
の
諸
注

意
を
受
け
た
あ
と
、
一
一
時
二
〇
分
に
Ａ
ク
ラ
ス

（
一
〇
キ
ロ
）
Ｂ
ク
ラ
ス
（
五
キ
ロ
）
が
同
時
に

ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

皇
居
で
の
マ
ラ
ソ
ン
が
ブ
ー
ム
に
な
り
、
多
く

の
ラ
ン
ナ
ー
が
走
る
中
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

い
か
ん
な
く
発
揮
し
、
迫
力
あ
る
レ
ー
ス
が
展
開

さ
れ
た
。

　

レ
ー
ス
後
、
楠
木
正
成
公
銅
像
前
に
移
動
し
、

表
彰
式
と
交
流
会
を
開
催
し
閉
会
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
大
会
開
催
に
協
力
い
た

だ
い
た
走
友
会
と
ハ
ム
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ａ
ク
ラ
ス
（
二
周
）

優
勝　

松
本　

俊
文　
　

新
宿
駅

　
　
　

三
八
分
三
二
秒

二
位　

長
谷
川
雄
次　
　

小
田
原
保
線
管
理
セ

　
　
　

四
一
分
〇
一
秒

三
位　

大
森　

良
明　
　

東
京
配
電
技
セ

　
　
　

四
二
分
〇
九
秒

四
位　

芦
沢　

茂
昭　
　

鎌
倉
車
両
セ

　
　
　

四
三
分
三
三
秒

五
位　

新
井　

孝
久　
　

立
川
車
掌
区

　
　
　

四
三
分
四
〇
秒

六
位　

伊
藤　

春
彦　
　

東
神
奈
川
車
掌
区

　
　
　

四
四
分
一
七
秒

七
位　

伊
藤　

敏
明　
　

横
須
賀
駅

　
　
　

四
四
分
四
八
秒

八
位　

蒲
生　

傳　
　
　

古
淵
駅

　
　
　

四
四
分
五
一
秒

九
位　

菅
野　

信
隆　
　

品
川
車
掌
区
Ｏ
Ｂ

　
　
　

四
五
分
〇
七
秒

十
位　

坂
本　

和
彦　
　

自
動
車
東
京
支
店

　
　
　

四
五
分
一
一
秒

Ｂ
ク
ラ
ス
（
一
周
）

優
勝　

鈴
木　

博
文　
　

蒲
田
駅

　
　
　

一
九
分
三
七
秒

二
位　

金
子　

恒
典　
　

浦
和
車
掌
区

　
　
　

二
〇
分
一
一
秒

三
位　

銭
座　

幹
宏　
　

東
京
土
木
技
セ

　
　
　

二
一
分
〇
〇
秒

四
位　

関
根　

賢
治　
　

浦
和
車
掌
区

　
　
　

二
一
分
〇
九
秒

五
位　

林　
　

信
行　
　

田
端
機
関
区

　
　
　

二
一
分
三
二
秒

六
位　

越
智　

隆　
　
　

津
田
山
駅

　
　
　

二
一
分
四
〇
秒

七
位　

神
田　

順
二　
　

北
鎌
倉
駅

　
　
　

二
一
分
五
七
秒

八
位　

滝
本　

浩
靖　
　

ビ
ル
テ
ッ
ク
大
宮

　
　
　

二
二
分
二
八
秒

九
位　

佐
藤　

幸
雄　
　

大
宮
電
力
技
セ

　
　
　

二
二
分
四
三
秒

十
位　

西
脇　

正
男　
　

松
戸
車
両
セ

　
　
　

二
三
分
〇
五
秒

　

国
労
東
京
ハ
ム
ク
ラ
ブ
は
一
二
月
一
八
～
一
九

日
の
一
五
時
か
ら
鬼
怒
川
温
泉
・
千
春
に
お
い
て

第
二
三
回
総
会
を
開
催
し
た
。

　

事
務
局
の
中
田
さ
ん
の
司
会
で
始
ま
り
、
田
中

会
長
の
あ
い
さ
つ
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
東
京
地
本

か
ら
常
盤
教
宣
部
長
が
ま
ず
地
本
や
東
日
本
本
部

の
行
事
（
マ
ラ
ソ
ン
大
会
や
ス
キ
ー
大
会
）
へ
の

協
力
へ
の
お
礼
を
述
べ
た
あ
と
情
勢
報
告
な
ど
を

お
こ
な
っ
た
。
会
計
報
告
の
あ
と
、
来
年
の
ク
ラ

ブ
の
取
り
組
み
が
議
論
さ
れ
、
移
動
運
用
の
や
り

方
や
年
齢
が
高
く
な
っ
て
き
て
は
い
る
が
一
人
一

人
が
上
級
の
無
線
資
格
を
改
め
て
目
指
そ
う
等
の

話
が
出
さ
れ
た
。
最
後
に
新
役
員
を
決
め
総
会
は

終
了
し
た
。

　

温
泉
で
ゆ
っ
く
り
あ
っ
た
ま
っ
た
後
、
一
八
時

か
ら
は
納
会
が
行
わ
れ
、
交
流
は
夜
遅
く
ま
で
続

い
た
。

歓 迎！

北鎌倉駅
磯子駅

相次ぎ
国労加入！

ハ
ム
ク
ラ
ブ
が

　
　総
会
開
催

ハ
ム
ク
ラ
ブ
が

　
　総
会
開
催

新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

松本選手

金子選手 鈴木選手 銭座選手

長谷川選手

A・B クラス同時スタート
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当社保険に関するお問い合わせ・各種お手続き

【引受保険会社】
【取りまとめ先】

【募集代理店】アフラック東京第三法人営業部 アベニール株式会社
アベニール株式会社 東京営業所

初めて診断確定されたとき　　　       診断給付金

入院したとき　　　　　　　 　    　  入院給付金

通院したとき　　　　　　　　    　  通院給付金

手術したとき　　　　　　    　   手術治療給付金

プレミアサポート　  　訪問面談サービスと専門医紹介（このサービスは、株式会社法研が提供するサービスです）

AF007-2011-0186 4 月 25 日

（2011 年４月 1 日現在）◆月払保険料（団体取扱）
生きるためのがん保険 DAYS（デイズ）　スタンダードプラン
入院給付金日額 10,000 円　定額タイプ
保険料払込期間：終身（抗がん剤治療特約は１０年更新）

〈抗がん剤治療特約〉の更新後の保険料は更新時の年齢
・保険料率によって決まります。

10,000 円

10,000 円

20万円

20万円

１カ月 10万円

１カ月　5 万円

1 日につき

がんの場合
上皮内新生物の場合

1 日につき

1 回につき

1 回につき放射線治療を受けたとき　 　        放射線治療給付金

抗がん剤治療を受けたとき　

（上皮内新生物は対象外）　　
乳がん・前立腺がんのホルモン療法のとき
（すべての保険期間を通じ通算６００万円まで）

抗がん剤治療を受けた月ごとに

保険期間：終身（抗がん剤治療特約は 10 年更新）
契約年齢：０歳～８０歳スタンダードプラン　　　入院給付金日額 10,000 円の場合

一時金として 100 万円
一時金として　10 万円

◎詳しくは、パンフレット（契約概要）をご覧ください。

「がん」の保障《生きるためのがん保険Days（デイズ）》 「生きる」を創る。

抗がん剤治療給付金

男性
35歳
3,656円

3,734円

5,608円

5,274円 6,864円 9,048円

9,360円 15,190円

45歳 55歳 65歳

女性

電　話
JR電話 ファックス

コールセンター 0120-5555-95 電　話 ファックス03-3437-6810 03-3437-6822 03-3806-9264
054-2548 03-3806-9275

新
年
旗
開
き
を
開
催

組
織
拡
大
を
誓
う

2012
　年

　

東
京
地
方
本
部
は
一
月
六
日
に
シ
ー
サ
イ
ド
ホ

テ
ル
芝
弥
生
に
お
い
て
二
〇
一
二
年
新
年
団
結
旗

開
き
を
開
催
し
た
。

　

大
勢
の
国
労
内
各
級
機
関
や
来
賓
、
共
闘
の
仲

間
の
参
加
の
も
と
、
一
一
時
よ
り
松
川
書
記
長
の

司
会
あ
い
さ
つ
で
開
会
し
た
。

　

最
初
に
鎌
田
委
員
長
か
ら
「
昨
年
一
〇
四
七
名

の
闘
い
を
断
腸
の
思
い
、
苦
渋
の
決
断
で
終
結
し

た
。
一
昨
年
の
大
会
か
ら
昨
年
の
大
会
ま
で
に

新
入
社
員
、
契
約
社
員
、
エ
ル
ダ
ー
社
員
な
ど

幅
広
く
九
名
の
方
が
国
労
に
加
入
し
た
。
そ
し

て
一
月
一
日
に
は
北
鎌
倉
駅
で
復
帰
が
あ
っ
た
。

二
〇
一
二
年
を
組
織
拡
大
の
年
に
し
た
い
。
事

故
・
輸
送
障
害
で
安
全
の
先
に
あ
る
安
心
に
は
程

遠
い
状
況
。
し
っ
か
り
運
動
に
取
り
組
ん
で
い

く
。
ま
た
契
約
社
員
の
社
員
化
・
待
遇
改
善
、
春

闘
に
も
全
力
を
あ
げ
る
」
な
ど
の
あ
い
さ
つ
が
さ

れ
た
。
続
い
て
東
京
交
運
松
井
副
議
長
か
ら
「
春

闘
を
は
じ
め
と
し
た
横
の
つ
な
が
り
を
強
化
す

る
。
交
通
運
輸
産
業
に
働
く
人
の
安
全
・
安
心
の

た
め
の
政
策
要
求
を
お
こ
な
っ
て
い
く
」
な
ど
の

あ
い
さ
つ
が
さ
れ
た
。

　

東
日
本
本
部
高
野
委
員
長
に
よ
る
乾
杯
の
あ

と
、
多
く
の
来
賓
の
方
に
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ

き
、
若
干
の
歓
談
の
時
間
を
挟
み
、
一
二
時
か
ら

常
盤
教
宣
部
長
に
司
会
を
交
代
し
た
あ
と
、
共
闘

の
仲
間
か
ら
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
い
た
。
自
治
労

東
京
都
本
部
名
児
耶
（
な
ご
や
）
労
働
局
長
か
ら

は
「
三
・
一
一
か
ら
公
共
サ
ー
ビ
ス
は
危
機
的
状

況
。
小
泉
構
造
改
革
以
来
公
務
員
の
削
減
が
続

き
、
被
災
地
の
自
治
体
に
東
京
か
ら
多
く
の
職
員

を
送
り
続
け
て
い
る
。
自
治
体
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
」
な
ど
の
あ
い
さ
つ
が

さ
れ
た
。

　

国
労
東
京
議
員
団
の
あ
い
さ
つ
、
地
区
本
部
・

支
部
を
代
表
し
て
大
宮
地
区
本
部
中
山
委
員
長
か

ら
決
意
を
い
た
だ
き
、
稲
荷
副
委
員
長
の
閉
会
の

あ
い
さ
つ
と
続
き
、
最
後
に
鎌
田
委
員
長
の
団
結

が
ん
ば
ろ
う
で
、
こ
の
一
年
、
組
織
拡
大
を
軸
に

精
一
杯
闘
う
決
意
を
全
体
で
固
め
あ
っ
た
。

大
宮
地
区
本
部
は
、
一
二
月
一
一
日
（
日
）
～

一
二
日
（
月
）
栃
木
県
那
須
り
ん
ど
う
湖
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
に
て
、
新
規
採
用
者
対
策
お
よ
び
他
労

組
組
合
員
の
国
労
復
帰
、
そ
し
て
組
織
強
化
に
向

け
た
取
り
組
み
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
国
労
加

入
者
の
橋
本
さ
ん
（
平
成
採
用
・
大
宮
車
両
所
分

会
）
と
国
労
復
帰
者
の
三
浦
さ
ん
（
宇
都
宮
車
掌

区
分
会
）
を
交
え
、
地
区
本
部
・
各
支
部
・
各
職

能
別
協
議
会
・
各
分
会
長
等
五
〇
名
の
仲
間
が
参

加
し
た
「
第
一
回
組
織
拡
大
経
験
交
流
集
会
」
を

開
催
し
た
。

　

交
流
会
は
、
前
田
執
行
副
委
員
長
（
組
織
部

長
）
の
開
会
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
中
山
執
行
委
員

長
が
、
主
催
者
を
代
表
し
て
、「
一
〇
四
七
名
の

Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
は
、
本
年
七
月
に
当
事
者
の
苦

渋
の
決
断
を
尊
重
し
定
期
全
国
大
会
に
お
い
て
終

結
を
宣
言
す
る
方
針
を
全
体
で
確
認
し
て
き
た
。

組
織
拡
大
で
は
、
二
〇
〇
八
年
に
二
名
の
仲
間
を

迎
え
て
か
ら
停
滞
し
て
い
る
も
、
本
年
二
月
に
国

労
復
帰
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
職
場
で
は

国
労
の
存
在
が
重
要
で
あ
り
必
要
と
さ
れ
て
い
る

証
が
今
日
の
情
勢
を
作
り
出
し
て
い
る
。
組
織
強

化
・
拡
大
で
重
要
な
事
は
、
職
場
の
分
会
活
動
の

活
性
化
が
何
と
し
て
も
必
要
で
あ
り
、
こ
の
二
日

間
の
組
織
拡
大
経
験
交
流
会
で
し
っ
か
り
と
交
流

を
図
り
、
職
場
で
展
開
を
し
て
頂
き
た
い
」
と
挨

拶
を
行
っ
た
。

　

交
流
会
の
講
演
は
、
東
京
地
本
の
宮
﨑
組
織
部

長
を
講
師
に
迎
え
て
「
東
京
地
本
に
お
け
る
組
織

強
化
・
拡
大
の
現
状
と
特
徴
」
に
つ
い
て
、
自
分

の
経
験
談
を
交
え
な
が
ら
講
演
を
受
け
た
。

　

そ
の
後
、
四
つ
の
分
散
会
に
分
か
れ
て
「
簡
単

な
自
己
紹
介
」「
組
織
拡
大
に
つ
い
て
意
識
し
た

取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
ま
す
か
」「
組
織
拡
大
に

向
け
て
踏
み
込
め
な
い
も
の
は
何
で
す
か
」「
組

織
拡
大
に
向
け
て
各
自
今
後
何
を
し
ま
す
か
」
な

ど
分
散
会
レ
ジ
ュ
メ
に
沿
っ
て
行
っ
た
。

夕
方
か
ら
全
体
懇
親
会
は
、
佐
藤
教
宣
部
長

の
進
行
に
よ
り
美
味
し
い
お
酒
を
飲
み
な
が
ら
行

わ
れ
、
懇
親
会
半
ば
で
は
各
職
協
別
に
自
己
紹
介

と
各
職
協
の
報
告
な
ど
が
話
さ
れ
、
大
い
に
盛
り

上
が
っ
た
。

二
日
目
は
、
東
京
地
本
松
川
書
記
長
よ
り
総

体
的
な
情
勢
報
告
を
受
け
、
そ
の
後
、
各
分
散
会

座
長
か
ら
各
分
会
の
抱
え
て
い
る
悩
み
や
特
徴
点

な
ど
の
報
告
を
受
け
た
。
そ
し
て
小
林
書
記
長
か

ら
、
組
織
拡
大
は
職
場
の
分
会
活
動
の
活
性
化
か

ら
生
ま
れ
る
。「
あ
ら
た
め
て
再
ス
タ
ー
ト
と
し

よ
う
」
と
組
織
拡
大
経
験
交
流
集
会
の
全
体
的
な

ま
と
め
を
行
い
、
最
後
に
吉
野
執
行
副
委
員
長
の

団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
散
会
と
な
っ
た
。

大
宮
地
区
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国労東京　法律相談
　毎月第２水曜
　　（2/8, 3/14, 4/11, 5/9）
・5 日前までに申し込んで下さい
・14 時～ 16 時（各 30 分）
・初回無料（地本負担）
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